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胤
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丈夫？あなたの家の下水道管は

水
道
を
正
し
く
使
お
う

下
水
道
管
の
詰
ま
り
の
原
因
は
、
油
や
野
菜
く
ず
な
ど

最
近
、
「
台
所
の
水
は
け
が
悪
い
」
る
と
、
油
や
野
菜
く
ず
な
ど
で
ふ
さ
が
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
い

と
か
「
排
水
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
つ
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
特
か
が
で
し
ょ
う
か
。

た
」
と
い
う
声
が
、
下
水
道
組
合
に
寄
に
油
が
詰
ま
っ
た
管
は
、
流
れ
が
悪
く
平
成
元
年
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
っ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
り
、
悪
く
す
る
と
汚
水
が
逆
流
し
て
、
た
下
水
道
は
、
現
在
、
五
千
戸
を
超
え

下
水
道
組
合
が
訪
問
し
て
調
べ
て
み
い
や
な
臭
い
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
み
な
さ
ん
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ

1

L卜

’
▲

油で詰まった下水道管は、流

れを悪くし、 さらに油を取り

除く費用もかかります。

正しく利用されている下水道し

管は、 こんなにきれいでスム

ーズに汚水を流すことができ

ます。傘､
菜
く
ず
な
ど
の
取
り
除
き
に
か
か
る
費

今
日
か
ら
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

の
費
用
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

た
下
水
道
料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
か
ら
い
た

用
が
、
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す

れ
に
伴
っ
て
下
水
道
の
利
用
マ
ナ

で
き
て
い
な
い
家
庭
が
増
え
、
油

っ
て
下
水
道
の
利
用
マ
ナ

に

も
､

の
よ
う
な
無

<鱈。
踵巽勤

蝿

鍵
蕊鴬

嫉

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方
を
、 ー

が

駄
な
お
金
を
減
ら
す
た
め
だ
い

…

望 灘

鍵
潔
鱗
議
鐸
謬
鉢

寺

蕊
翠
欺
舞
騨
盗
篭

黙 誉
鴬
愛

や
野

繋縛識
識

”
こ こ

鍵

●
今
●篭

区一Ⅲ境界より内側の部分の下水道
管の詰まりは、各家庭で対応

してください。

①牛乳パッ/*卜そ凧｡三u』

EWW
クにやわら

かくもんだ

新間紙など

蕊島澤潔不曹
鑿爵敲灘轤流
紙によくし出しかいなさ
みこませる。しよらるつな

縫蜜錐‘：
/､O いごな剤市

○

水宿組合が管理

し、清掃などを

行います。

場
合
は
、
『
油
分
離
施
設
』

を
通
し
て
か
ら
流
し
て
く
だ

さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
や
オ
イ
ル
を

流
さ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
鉱
油
類
を
流

す
と
、
下
水
道
管
内
を
著
し

く
損
傷
さ
せ
た
り
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
処
理
機
能
を
低
下

さ
せ
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

『

Ｔ

‐
‐
！
』

一
王
合
一

十
組
弱
一

一
萩
道
弱

一
高
稗
泌
一

立
域
壷
一

日
広
一

一二■
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１

‐
■
』

で
、
油
脂
分

汚
水
を
流
す

2



家
庭
が

使
っ
た
水
を
元
の
き
れ
い
な
水
に
戻
し
て
海
へ
流
す
：
こ
れ
が
、
下
水
道
の
役

割
で
す
。
下
水
道
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
る
日
立
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
で
は
、
今
、
事
業
費
に
過
重
な
負
担
の
か
か
る
二
つ
の
問
題
を
抱
え
て
苦
盧
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
下
水
道
の
利
用
マ
ナ
ー
が
悪
い
こ
と
と
利
用
し
て
い
な
い

約2,000戸がまだ使っていない／
祀
一

い
る
戸
数
と
ま
だ
使
っ
て
い
な
い
戸
数

を
示
す
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
平
成
二

年
度
と
三
年
度
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
本
町
、
大
和
町
、
春
日
町
、
有
明

町
、
肥
前
町
と
い
っ
た
市
街
地
の
中
心

部
に
あ
た
る
地
域
が
、
い
ま
だ
に
接
続

工
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
の

み
な
さ
ん
に
は
、
住
み
よ
い
環
境
と
き

れ
い
な
川
や
海
を
守
る
た
め
に
も
、
下

水
道
の
早
い
利
用
を
再
三
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
協
力
を
い
た
だ

け
な
い
家
庭
が
残
っ
て
い
ま
す
。

先
に
、
〃
下
水
道
は
、
現
在

戸
を
超
え
る
み
な
さ
ん
が
使
用

る
〃
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本

約
七
千
戸
が
下
水
道
を
使
っ
て

ず
な
の
で
す
。
こ
の
差
に
あ
た

千
戸
は
、
ま
だ
接
続
し
て
い
ま

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
年
次

立
て
て
進
め
て
い
る
下
水
道
組

業
費
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て

そ
の
た
め
市
で
は
、
こ
こ
数
年

金
を
増
額
し
て
対
応
し
て
い
る

た
い
へ
ん
困
っ
た
状
態
に
あ
り

年
度
別
で
表
し
た
下
水
道
を

未
使
用
世
帯
の
累

Ｐ
も
あ
る
こ
と
元

五
千

し
て
い

釆
な
ら

い
る
は

る
約
二

せ
ん
。

計
画
を

合
の
事

い
ま
す
。

の
分
担

と
い
》
つ

ま
す
。

使
っ
て

い
戸
数

半
成
こ

う
に
な

・
有
明

の
中
心

に
接
続

地
域
の

境
と
き

Ｉ
副
〕
、
声
価
Ｉ

恒
が
事
業
費
を
圧
迫

．
Ｅ
１
列
レ
チ
〃
か
革
小
イ
ノ

三
月
末
か
ら
は
、
新
た
に

の
五
五
七
戸
分
に
つ
い
て
下

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
今
、

事
店
に
工
事
の
依
頼
が
寄
せ

庭
の
排
水
管
と
下
水
道
管
が

す
で
に
三
○
戸
ほ
ど
が
使
っ

下
水
道
の
使
用
を
忘
れ
て

思
え
ま
せ
ん
。
特
に
本
町
、

大
和
町
、
有
明
町
、
肥
前
町

使
用
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が

だ
け
る
こ
と
を
下
水
道
組
合

一
打
で
ま
、
一
雨
刀
に
領
っ
て
八

、ジ

〔 〕は、その年度に下水道

を使える対象戸数

平成元年度〔1,620戸〕

早
く
使
お
う
〃
．

ー

0
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勲五等双光旭日章勲五等瑞宝章
－

学
校
教
育
の振
興
に
尽
力

松
尾
秀
夫
さ
ん

（
安
良
川
）

、
韓
穆
蕪
潔
？
識

“
串
“
口
串
貼
Ｊ
Ｆ
》
輯
津
（
貼
垳
罰
く

Ｔ
Ｆ
ロ
ー
＄
簿

高
圧
ガ
ス
の
保
安
確
保
に
尽
力

大
平
義
雄
さ
ん
（
本
町
）

おけと

松尾さんは、北海道の置戸青年学校に奉職さ
おこつく

れたのち、興部小学校長として退職されるまで

の38年間にわたり、学校教育の振興に尽力され

ました。また、在職中から現在まで弓道の普及

にも積極的に取り組まれています。

．喜びの声・

興部小学校長時代に第二校歌を作詞したこと

を思い出します。高萩に来て17年になりますが、

弓道の普及振興にこれからも力を尽くしていき

たいですね。受菫は、思ってもいなかったこと

なのでとても感激しています。

大平さんは、永く茨城県高圧ガス保安協会の

会長等の役員を務め、高圧ガスの安全な販売体

制の整備や消費者への安全機器普及促進に尽力

されました。特に、安全機器の設置率は、全国

で第3位になるなど顕著な業績をあげました。

．喜びの声・

プロパンガスの事故をなくすために取り組ん

だ安全機器普及促進が、 10年計画のところ7年

でほぼ100%に近い設置率になったことがとて

もうれしかったですね。今回の受章は、いっ

しょに活動してきたみなさんのおかげです。

I
画P

しようう

下山田昌右さん（上手綱）

日工会会長賞を受賞
照識潔年以来16蕊鋤側展入遮葱驫滋している陶芸

蒙迩謹餌認:懲凝蕊搦誕l嗣綴の鱗繍鬮撚‘であ感召塑､Ⅱ､ ‘ 製:､ 、鷲､ ： ． 、

会“本工職)唖堂長賞を受賞L室した｡受堂し
た作鑑は「風谷｣6f感や雨で浸食された岩肌をイ

、 ． . ； ､！ ､

ﾒﾆジfちてつくりました｡やっとこⅡこまでくること■
. .. ？.･･罪‘､ﾐ:､ ， :､､ : : 録､鳴:?鐸"〕 : ､ " ﾐ ､ "鳥､鞍､_ ： ．鯨墓.鈴、 :．

が毒懲燕といか感認蕊藩つだい藻錬か職ﾛ下山､職簿撫．

；｢■ジンプルでゆどりのある中に緊磯感が絶妙なバラ
､ ､鳴鳴: .､.〈 ． ． ． ､i､ﾐ ､ ;､ ． 、 ､ ｡ ･灘.”､

ンスを保っている』と会長評。修品からは、永い自

然の営みが伝わってくるように感じられます。 。

箸の表彰J1
串 I

統計功労
5月18日（日）、平成9年度高萩市統計協会

総会が開かれ、統計事業に功労のあったみな

さんが表彰を受けました。 （敬称略）

◇高萩市長表彰

神永昇（下手綱)、伊藤克紹（舂日町）

◇高萩市統計協会長表彰

中村由雄（高浜町)、松本ゆき子（秋山)、

滝昌弘（大和町）

ー

i

；＆
獅
吋
一
秋
・
・
口
金
舩
加
矢

口
略
賞
山
イ
ｊ
ｌ
関

帥
Ｊ
一
称
枝
経
、
テ
幼
輔
御
入

》
桝
味

マ
蝉
野
ご

再
録

蜂溌騨へ灘観琢観“（《（諒酔』酢，昨酢“

貼

串

串

》

峨

咄

＄

《

一

叩

串

沓が:a!f,■識

で’

同憩合は、 13戸Ⅳ(15人）で構成され、 タチナガ:ﾊ
.. .. ､ ： ； . ． i ､、 “

1“鍍鐡疑い,“､蕊なりQ艇舅溌淨6k9,土蕊篝
纐磁転職"“蕊獅”尋唾i""が課髄霞燕
今圃感蔓資随な職迩忍〃*ぶヅfW'ロ … ;' ､z" 。

4

I

、
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
…
◎
、



任期満了に伴う高萩市農業委員会委員の一般選挙が行われ、 16人

の公選委員力了無投票当選されました。また、農協推せん委員1人と

議会推せん委員5人が市長から選任され、合わせて22人の新しい農

業委員が決まりました。この農業委員のみなさんはこれからの3年

間、農業者の代表として市の農業行政の中心的な役割を果たすこと

守生農

の

｢鰐曼会委員です’

になります。 ＊順不同、敬称略

会 長
まさぶみ

矢代正史
（安良川）
[選任＝議会］

会長代理

佐藤敏雄

（島名）

会長代理

鈴木榮

（赤浜）

振興部会長

石井四郎
／一、エエ、

（仁I)弔ノ

一
一
い
］
，
一

恭

ー

よしとも

佐藤元朝

(上手綱）

やすまさ

佐川安應

（大能）

[選任＝議会］

振興副部会長
みちたか

下山田至孚
（上手綱）

渡邉守衛

(下手綱）

一
一
一
国
、
ｊ
ノ

ー
田
筆
暉

本多祐治

（島名）

[選任＝議会］

鼠
司「えお

下山田季雄

（上手綱）

寺岡七郎

（肥前町）

[選任＝議会］

樫村幸一

（下手綱）

[選任＝議会］

柴田弘文

（本町）

宇佐美勉

（秋山）

飯田武

（秋山）

たかし

大都巍

（秋山）

篭
ー

川上淳

（高戸）

豊田守

（上君田）

[選任＝農協］

鈴木満

(下君田）

伊藤忠平

(安良川）

沼田富一

（大能）

ﾛ■■■

こ
の
よ
｜
の
よ
う
な
仕
事
に
Ｔ

癖
棚
孔
領
僅
吋
二

農
業
委
員
会

内
線
四
四
二 ■

5
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平
成
八
年
度
は
、
九
九
○
万
円
を
超

え
る
見
込
み
で
す
。
五
年
度
と
比
べ
る

と
二
倍
以
上
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
、
高
萩
市
・
十
王
町
事

務
組
合
が
、
資
源
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
会
社
に
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
を
処

理
会
社
に
出
す
た
め
に
要
し
た
経
費
で

す
。
グ
ラ
フ
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、

こ
の
経
費
が
急
激
に
ふ
く
れ
上
が
り
、

事
業
費
に
過
重
な
負
担
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
資
源
ご
み
の
中
で
も
、
ビ
ー
ル
ビ
ン

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
缶
な
ど
は
、
今
の
と

こ
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
に
売
っ
て
収
入

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
そ

事
業
費
に
過
重
な
負
担 資

源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
大
型
電
化
製
品
の
処
理
に

経
費
が
急
増
〃
．

処
理
経
費
の
伸
び
は
、
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
た
大
型
電
化
製
品
の
量
が
大
き

く
増
え
た
か
ら
で
す
。
洗
た
く
機
や
冷

蔵
庫
な
ど
の
大
型
電
化
製
品
は
、
平
成

五
年
度
と
比
べ
る
と
約
五
千
キ
ロ
グ
ラ

ム
も
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ご
み
と
い
っ
て
も
、
洗
た
く
機
や
冷
蔵

庫
な
ど
は
、
ま
だ
十
分
に
使
え
る
も
の

ま
で
が
ご
み
に
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

八
年
度
の
ス
チ
ー
ル
缶
類
の
金
額
の

減
り
は
、
量
が
減
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
埋
め
立
て
処
分
地

の
延
命
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
焼
却
し

て
埋
め
立
て
て
い
た
マ
ッ
ト
レ
ス
類
を

処
理
会
社
に
回
す
経
費
が
必
要
に
な
り
、

大
型
電
化
製
品
が

約
五
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
増
加

優
先
し
た
た
め
で
す
。

限
り
あ
る
処
理
費
用
の
中
で
リ
サ
イ

の
金
額
は
、
処
理
経
費
よ
り
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

ー

物
を
大
事
に
使
い
切
る

こ
と
で
経
費
の
節
減
を

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費

が
、
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
は
、
新
し
い
機
種
の
電
化
製
品
な
ど

を
買
い
替
え
る
の
に
お
金
を
か
け
ま
す

が
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
処
理
す

る
の
に
も
み
な
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
悪
循
環
で

す
。
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
に
な
る

新
し
い
処
理
施
設
を
建
設
す
る
ま
で
は
、

み
な
さ
ん
も
物
を
大
事
に
使
い
切
る
こ

ク
ル
会
社
に
回
せ
な
か
っ
た
ス
チ
ー
ル

缶
類
は
、
プ
レ
ス
し
て
容
積
を
少
な
く

し
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
渦
高
く
積

ま
れ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
る
日
を
待
っ

て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。

と
で
ご
み
の
減
量
を
進
め
、
経
費
の
節

減
に
協
力
く
だ
さ
い
。

、P

資源ごみと不燃性粗大ごみなどのリサイクル・処理経費の推移

スチール缶

リサイクルと処理に要した経費，などの鉄類
L、

▼ 1

雑誌鷹蕊溌9,914,572円
繍8年度(見込み額） 1, 194,200円

。
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
’

7年度

I
’
’
一
一
一
一
一
一
一 =＝＝

繍墾6年度
濯
耀
蒋
翻
？
■
蕊

E二三 4,866,688円鱗5年度 1,374,306円

ﾛ

200

気

400 800600
、

再生資源の売り払い

収入金額{縦黙麓爽ど］
…

… 琴

高萩市・十王町事務組合窓22-2917
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灘議蒸鰯驚蕊捧雛簿､命鑓寵撰鋳
澱蕊 …難

鮮驚篭 :鑓
出

職

灘灘：

診姜一一一～』

､駕霧

，
V蕊

1

V撫溌鰻I
)、ください｡〈 〉は､／
、大会開催日｡/撫涌〔敬称卿

☆
松
丘
高
校
Ｊ
陸
上
部

I

裂松丘高校女子剣道部

女子団体は3年連続関東大会出場c

〈6月7日出～8日旧)〉

蕊 ・☆
臼松
段丘

蕊

蕊ク骸捗＊ン
･幕■ ミグ
j部
フェザー級

鈴木学

女子団体…左から宮田美由紀、

前列左から益子大和、今野豪。後列

左から鈴木智和、横田堅司、大友雅

満、矢吹忠行｡<6月20B(金)～22日旧)>

小室友里江、国枝咲子、

鈴木あゆみ、駒木根妙美。

ー

バンタム級

根内努、

日出～9

ﾙ級 フライ級
ゆき たてひろゆき

性、舘泰之、

彦。 〈6月7 日(月)〉

☆松丘高校野球部

市内初出場でしたが、惜し

くも5月17日出の関東大会

で破れてしまいました。

◆競才支侵秀団体<スキーの部＞
あつゆき

鈴木淳之(11歳・上手綱）

関根麻意子(12歳.上手綱）

三國保子(10歳・秋山）

高橋裕子(13歳・島名）

<ボクシングの部＞

根内努(18歳．若栗）

杉森滋(18歳・東本町）

鈴木学(17歳．島名）

舘泰之(17歳・安良川）

<駅伝(県代表)＞

国井安男(36歳・高萩）

<マラソンの部＞

我妻保子(34歳・高萩）

<柔道の部＞

松本晃(15歳・高浜町）

<弓道の部＞

長山耕平(17歳･北茨城市）

山I奇智美(16歳・日立市）

岡野由紀子(18歳･十王町）

<ウエイトリフティングの部〉

福井俊-(18歳・十王町）

上田研二(17歳・石滝）

鈴木隆昌(16歳・下手綱）

高堀篤(18歳・安良川）

八百樫淳(18歳・春日町）

<剣道の部＞

飯塚貴子(18歳・十王町）

市体育協会の第l1回スポー

ツ振興大会が、 5月24日(土）

文化会館で開かれ、平成8年

度において優れた成績をあげ

たみなさんが表彰されました。

◆競技優秀者(敬称略）

<陸上競技の部＞

野上秀勝(15歳・高浜町）

山波孝博(16歳・下手綱）

石井健一(19歳・高萩）

大塚伸治(18歳・安良川）

中村純治(17歳・赤浜）

松林英里子(18歳･日立｢h)

横田堅司(16歳・ 日立市）

萩中学校駅伝競走部
些.当L冷

正ゴ

Ir可

◎
金
牌
八
脚
目
昂
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高萩中学校体操クラ フ
ト高萩中学校女子ソフ 、ロ

ニス部テ

高萩高校体操競技部

萩工業高校卓球部古､
1戸］

松丘高校女子剣道部

松丘高校野球部

松丘高校男子陸上競技部

◆スポーツ奨励者

・斎藤栄治（島名）

・松本昭（本町）

<体操競技の部＞

安藤昌子(15歳・有明町）

宮田美由紀(16歳･有明町）

<レスリングの部＞

池澤真人(15歳・安良川）

梶山智博(14歳・肥前町）
よしのり

一品寺 品￥…硅語…

村松祥成(15歳

和田学(14歳

<空手の部＞

花岡雅大(16歳

安良川）

高浜町）
◎

有明町）
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あ

れ
、
三
が
な

後
を
絶
た
な
い
放
置
自
転
車
。

往
一
い

回
ナ
は

景
観
を
損
な
う
ば
か
り
か
、

７
マ
業

で
と
作

プ
ル
な

歩
行
者
の
安
全
に
も
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ン
’
ん

ダ
ル
こ
オ

ン
が
、
戸

五
月
一
一
一
日
㈲
、
ト
リ
ば
赤
２
と
れ
け

通
勤
や
通
学
な
ど
の
た
め
に
は
ひ
い
ス
に
人
て
汀

郵
便
局
わ
き
の
は
ば
た
き
公
園
や
そ
の
周
辺
に
自
転
車
を
置
い
た
み
な
さ
ん
、

去
一
つ
ぎ

帰
っ
て
来
て
驚
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
撒
・
守
方
ｑ
復
を
一
吟

置
い
た
は
ず
の
自
転
車
が
な
い
の
で
す
か
ら
。

み
な
さ
ん
の
自
転
車
は
、
春
日
町
第
三
駐
車
場
に
移
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
｜
週
間
前
か
ら
看
板
や
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
の
で
ご
存
じ
で
す
ね
。

こ
の
歩
道
や
公
園
内
は
駐
輪
禁
止
。
以
前
か
ら
大
き
な
看
板
も
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
置
い
て
い
っ
た
の
で
す
か
ら
…
…
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
数
の
自
転
車
で
し
た
。

撤
去
の
一
週
間
前
、
警
告
の
チ
ラ
シ
を
付
け
た
放
置
自
転
車
の
数
は
二
○
七
台
。

歩
道
を
埋
め
尽
く
し
、
植
え
込
み
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
、
ベ
ン
チ
に
重
な
っ
て
い
る
自
転
車
。

歩
道
を
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、
広
場
も
思
う
よ
う
に
通
れ
な
い
ほ
ど
の
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
一
週
間
が
過
ぎ
、
そ
れ
で
も
残
さ
れ
た
の
は
九
三
台
。

撤
去
し
た
の
は
、
こ
の
放
置
自
転
車
で
す
。

撤
去
は
一
一
ト
ン
ダ
ン
プ
を
使
い
、
六
人
の
市
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
が
進
む
に
つ
れ
、
壊
れ
た
自
転
車
も
以
外
と
多
い
の
に
気
付
き
ま
す
。

ゴ
ミ
捨
て
場
と
勘
違
い
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

車
輪
を
照
明
灯
の
柱
に
チ
エ
ー
ン
で
結
び
付
け
た
自
転
車
も
あ
り
、

悪
質
な
意
図
を
感
じ
さ
せ
る
行
為
も
目
に
付
き
ま
す
。

「
ど
ん
な
つ
も
り
で
こ
こ
に
置
い
て
い
く
ん
だ
ろ
う
ね
」

と
、
作
業
を
見
つ
め
て
い
た
近
所
の
人
が
声
を
か
け
て
き
ま
す
。

み
ん
な
が
置
い
て
い
く
か
ら
、
わ
た
し
も
…
な
の
で
し
ょ
う
か
。

らなくなるはずです

灘
皇一墨

ー

ー

。

恐

‐、

抽
哨
細
切
》
》
《

〆
い
室
鵠

$:蕊

I

；

『 民

1 幕
垂

群

群

一

癖
燕

画

し放置自転車を撤去した後の広々

とした「はばたき公園｣。この公
園は、市民のみなさんの憩いの場

として平成4年に造られたもので

す。決して駐輪場として整備した

のではありません。



放
置
自
転
車
は

-~齢

識識灘蕊驚議蝋溌蕊溌雛

鱗騨蕊

琴
鋤

し放置自転車が無造作に置かれた

「はばたき公園」 （上の写真)。ど
うやって歩いたらよいかちょっと

悩んでしまうくらいです。この放

置自転車は、舂日町第3駐車場に

移動させました（右の写真)。

作
業
が
進
ん
で
い
る
中
、
目
の
前
に
自
転
車
を
置
い
て
い
こ
う
と
す
る
女
性
に
出
会
う

「
こ
こ
に
置
い
て
い
く
と
撤
去
し
ま
す
よ
」
と
声
を
か
け
る
と
、

「
そ
れ
じ
ゃ
電
車
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
う
」
と
怒
鳴
ら
れ
る
。

そ
の
言
葉
に
び
っ
く
り
し
て
い
る
と
、

す
ぐ
に
郵
便
局
の
駐
輪
場
に
向
か
い
、
そ
こ
に
平
然
と
駐
輪
。

そ
の
後
、
何
ご
と
も
な
か
っ
た
よ
う
に
駅
に
走
っ
て
行
く
。

あ
き
れ
る
ば
か
り
で
何
と
も
い
え
な
い
で
き
ご
と
で
し
た
。

人
の
迷
惑
を
考
え
な
い
ば
か
り
か
、

今
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
全
く
理
解
し
て
い
な
い
。

こ
の
放
置
自
転
車
か
ら
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、

公
共
心
や
社
会
性
と
い
っ
た
単
に
モ
ラ
ル
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

郷
土
を
愛
す
る
心
や
市
民
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
、

そ
こ
に
住
む
わ
た
し
た
ち
の
市
民
性
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

壊
れ
た
自
転
車
を
積
み
込
ん
だ
七
回
目
の
ダ
ン
．
フ
が
動
き
始
め
た
と
き
、

残
さ
れ
た
広
場
や
歩
道
は
見
違
え
る
よ
う
に
広
々
と
し
た
姿
を
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
：
。
｜
週
間
後
の
五
月
二
○
日
㈱
。

ま
た
、
同
じ
場
所
で
放
置
自
転
車
の
撤
去
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
数
、
四
一
台
。

い
つ
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
…
。

、

ノ

市
で
は
、
は
ば
た
き
公
園
や
そ
の
周
辺
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
の
撤
去
を
今
後
も

計
画
的
に
進
め
て
？
い
き
ま
す
．
一
℃

｜

「
ま
ち
の
顔
」
と
な
っ
て
い
る
駅
前
周
辺
の
景
観
の
保
全
や
歩
行
者
の
安
全
の
た
め
に
、
｜

・
自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ
い
。
□
§
口

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
｜

■
都
市
計
画
課
内
線
四
二
二
｜」

〆

し
ま
し
た
〃
．

ー/
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施設課では、花貫川と大北川の表

流水を水道用水に取水して、安全

でおいしい水につくり変えていま ’

す。さらにその水を送る水道管の

埋設T事も進めています。コゴ

●浄水2係長

猪狩勇夫

●聞き手
やお

八百由美子さん

（下手綱）

Ｑ
，
花
員
ダ
ム
の
貯
水

水
道
水
が
使
え
な
く

Ｑ
，
高
萩
市
民
は
、
｜

を
使
っ
て
い
る
と
い

Ａ
，
い
い
え
、
約
一
万

A

浄
水
場
は
、
市
民
の

と
す
る
水
の
量
が
、

力
を
超
え
た
た
め
、

九
千
ト
ン
が
水
道
用

ダ
ム
の
貯
水
量
が
少

を
流
れ
て
い
る
川
の
表

然
、

日
頃
か
ら
節
水
を
心
が
け

配
に
な
り
ま
す
が
大
丈
夫
な
の
で
す
か

や
は
り
影
響
し
ま
す
。

具
場
は
さ
ら
に
増
え
ま
す
。

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
水
の
う
ち
、
一
日

水
道
水
の
水
源
は
、

水
道
用
水
も
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、

ー

、
庭
、
い

は
家
い
て
れ
た
施
設
で
、
大
北
川
を
水
源
に
一
日

で
、
行
し

係
は
で
出

約
三
千
四
百
ト
ン
の
水
を
送
り
出
す
こ

務
で
ま
り

と
が
で
き
ま
す
。

工
係
査
送

。
水
検
を
Ｑ
，
表
流
水
で
も
飲
料
水
に
す
る
た
め
に

す
給
の
水

ま
、
事
道
は
、
薬
品
処
理
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

り
し
工
水

Ａ
・
河
川
の
水
に
含
ま
れ
て
い
る
汚
れ
や

あ
を
ら
た

が
事
か
し
ゴ
ミ
を
沈
で
ん
さ
せ
、
そ
の
上
澄
み
の

係
工
け
理

の
備
付
処

水
を
取
り
出
し
て
ろ
過
し
、
塩
素
で
滅

っ
整
け
が

菌
し
て
か
ら
各
家
庭
に
送
っ
て
い
ま
す
。

４
・
受
係

の
良
の
２
Ｑ
，
朝
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
時

次
改
み
水

、
や
込
浄
々
、
白
色
の
水
が
出
て
き
ま
す
。
塩
素

は
張
し
と

分
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

に
拡
申
係

課
の
水
１
。
Ａ
、
白
い
水
は
、
水
の
中
に
含
ま
れ
て
い

設
設
給
水
す

施
施
の
浄
ま

る
空
気
が
、
水
圧
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ふ
く
ら
ん
で
白
く
見
え

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
断
水
工
事
の
後

量
が
少
な
い
と
、
に
も
水
と
空
気
が
混
ざ
っ
て
白
く
な
り

な
る
の
で
は
と
心
ま
す
が
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
が
作

丈
夫
な
の
で
す
か
。
つ
た
水
に
近
い
ほ
ど
お
い
し
い
水
で
す

、
ダ
ム
よ
り
上
流
か
ら
、
投
与
す
る
塩
素
量
が
少
な
い
ほ

表
流
水
で
す
が
、
ど
お
い
し
い
水
が
出
来
ま
す
。
市
の
水

。
花
貫
ダ
ム
に
よ
道
水
は
、
汚
れ
の
少
な
い
表
流
水
で
す

水
の
う
ち
、
一
日
か
ら
、
投
与
す
る
塩
素
量
が
少
な
い
の

水
に
使
え
ま
す
。
で
飲
み
水
の
条
件
と
し
て
は
最
高
で
す
。

な
く
な
る
と
、
当
Ｑ
，
雨
が
降
る
と
河
川
の
濁
り
が
ひ
ど
く

限
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
り
、
水
質
が
悪
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

が
け
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
，
毎
日
、
水
質
を
十
数
項
目
に
わ
た
っ

日
九
千
ト
ン
の
水
て
調
べ
、
そ
の
状
態
に
よ
っ
て
塩
素
量

う
こ
と
で
す
か
。
を
調
整
し
ま
す
が
、
雨
の
日
は
特
に
神

一
千
ト
ン
必
要
で
、
経
を
使
い
ま
す
。
安
全
な
水
を
送
る
た

ま
す
。
こ
の
関
口
め
に
は
、
時
間
と
多
く
の
お
金
が
か
か

み
な
さ
ん
が
必
要
っ
て
い
ま
す
の
で
、
水
は
無
駄
な
く
大

第
一
浄
水
場
の
能
切
に
使
っ
て
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切

平
成
三
年
に
造
ら
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

|
10



誘
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交通事故椙談と :

6／/17(火)午前10～午後3時／市民相談室

口生活環境課内線362■この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階窓029-

2252803／弁護士相談は水曜日午後1～3時

職燐
､齢 1段

誤配、

期 ､

簿蘇韻

；

○

行政福談鴬 ； :

6／/12(木)と26(木)午後1～3時／市民相談

室//鈴木清相談員盆22-2095口秘書課内線252

俄逗1

補装臭の巡回相談

6//27(金)午前9～12時／市民センター口福

祉事務所内線353
嚢錘皇異＝

家庭児童相談

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

心配垂迄相談” 識

木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354

垂とばの識蘂高萩小学校恋23-4240

予ど種《（小｡{牢学生)'相談I‘ ％

教育委員会学校教育課窓23 ]]35

健康・育児相談|蕊蒸蕊識蕊議蕊議蕊
月曜日午前9～11時口保健センター窓24-2121

なん壱も食事相談（予約制） ‘

毎月の第3月曜日午前10～11時口保健セン

ター狂24-2121

人権相談委員

鈴木廣美盆28-0103 岡野邦弘念232525

大平喜美子念22-4128大森啓三恋23-1245

毫体障害書相談輿椎名修盆222419

郡司寅松恐23-0687 鈴木康彦窓23-4316

精神薄弱書相談員沼田うた子冠224544

年金椙談： ； 午前10～午後3時

・常陽銀行高萩支店盆22-2160…7／11(金）

・茨城銀行高萩支店壷22-2028…6／25(水）

・茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

公22-3617…平日午前9～午後4時

障害幼児親子教蘂《予約制）

■自閉傾向のある就学前の子とその保護者が

対象／毎月第2 ． 4金曜日午前10～12時口県

中央児菫相談所日立分室念0294-22-0294

精神保健相談（予約制）

6／18． 25， 7／2 ． 9 ． 16の水曜日午後1

～2時口日立保健所念0294224188

#力諏
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ました。訪れたみなさんの中には、山野草の手入れ方

法などについて高萩山草会のみなさんと、意見を交換

している姿も見られました｡
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アプローチ広場でみんなの広場を開催即
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溌
郷 楽しく遊ぼうみんなの

広場が、 5月18日（日）

に昨年に引き続き下手

綱のアプローチ広場で

開かれました。昔の遊

びや木工、お手玉づく

りに挑戦する人、 ミニ

SL弁慶号に乗る親子

卿
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、
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司法害士相談 毎月第2水曜日

午後1～5時／茨城司法書士会盃0292250111

､屯
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連れなど、会場には、約3,000人のみなさんが訪れ、

楽しいひとときを過ごしていました。’L
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｢野鳥観察』
のぶかず

瀬谷喜和さん（下手綱）入 鬘漁 蕊去

蕊
の々

すち

－は

ん四

楽の
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つ 、

み散

た季
ち折

や

の歩

で赤

輪蟻鰯霧露劔熱繍索灘耀識(右）
同仁会乳児院 ！……-＝垂…壁…、
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★野鳥観察で－番印象に残っていることは？

昨年5月に同じ日本野鳥の会茨城支部に所属してい

る石滝の矢吹勉さんと大北川を訪れたとき、 シマア

オジを観察したこと。北海道に行かなければ見られ

ないと思っていた烏が、 目の前に出て来た時は、感

動でした。

★日本野鳥の会に入ったきっかけは？

8年前、会社の庭で鳴く烏の名前が知りたくて矢吹

さんに尋ねたことがきっかけ。以来、会員との交流

を重ね野鳥の習性や特徴などの知識も広がり、野鳥

の観察がより楽しくなりました。今は、常陸ウミウ

の会にも入って活動しています。

★休日の過ごし方は？高原小､水沼小･中学校で探鳥会

の指導を頼まれていますね。

はい。年に数回、学校周辺

の野鳥を先生や生徒さんと

観察しています。休日は、

双眼鏡と望遠鏡を使って、

野鳥観察を楽しんでいます。

外出できない日は、観察に

備えて、野鳥の本やビデオ

で知識の収集です。

可

ー

混
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が
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市
の
恩
賜

設
立
さ
れ

そ
の
後
、

属
す
る
こ

日
立
市
か

き
ま
し
た

乳
児
院

い
ろ
な
事

養
育
で
き

満
）
を
お

県
内
で
は

○
人
）
の

こ
の
施

す
る
保
母

婦
、
栄
養

の
嘱
託
医

を
お

同
仁
会
乳
児
院
の
前
身
は
、
戦
後
の
や
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ

預
か
り
し
て
い
る
施
設
で
、

;

く
中
、
昭
和
二
五
年
に
日
立

財
団
同
胞
援
護
会
に
よ
っ
て

た
「
日
立
乳
児
院
』
で
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
同
仁
会
に
帰

と
に
な
り
、
昭
和
五
一
年
に

ら
現
在
の
秋
山
に
移
転
し
て

Ｏ

（
定
数
三
○
人
）
は
、
い
る

情
に
よ
り
保
護
者
の
も
と
で

な
い
赤
ち
ゃ
ん
（
満
二
歳
末

、
こ
こ
と
水
戸
市
（
定
数
三

二
か
所
だ
け
で
す
。

設
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
養
育

や
健
康
管
理
に
あ
た
る
看
護

士
、
調
理
員
、
外
・
小
児
科

な
ど
と
い
っ
た
専
門
の
資
格

★花貫渓谷で観光客に野鳥

の紹介をされていますね。

野鳥観察を自分一人で楽し

むのがもったいないので、

つい話しかけてしまいます。

自然に抱かれて安心して住

んでいる野鳥を知ることで

自然保護の大切さも理解し

てほしいし、高萩市の良い

所を見てもらいたいと思っ

ています。
で
も
早
い
家
庭
復
帰
が
で
き
る
よ
う
力

を
合
わ
せ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
生
活
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

乳
児
院
の
役
割
で
大
切
な
こ
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
乳
児
院
は
、
参
も

う
一
つ
の
あ
っ
た
か
い
お
う
ち
″
で
あ

る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
、

心
も
身
体
も
元
気
に
伸
び
伸
び
と
育
ち
、

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
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す
。乳
児
院
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な
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つ
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・
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の
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が
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い
た
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を
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存
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で
す
か
。

[農業家］

こ
の
苗
は
、
宮
崎
県
と
神
奈
川
県
、

そ
し
て
作
山
さ
ん
の
全
国
で
三
か
所
の

農
家
だ
け
が
生
産
し
て
い
る
苗
で
す
。

「
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ペ
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、
王
流
は
、
サ

フ
ィ
ニ
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が
、
そ
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に
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き
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の
が
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の
一
寸
法
師
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語

だ
と
、
昨
年
秋
の
出
荷
時
に
確
信
し
ま

し
た
」
と
話
す
作
山
さ
ん
。

秋
に
出
荷
し
た
こ
と
で
、
ペ
チ
ュ
ニ

ア
は
冬
越
し
を
し
な
い
花
と
い
う
定
説

新
し
い
タ
イ
プ
の
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チ
ュ
ニ
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村田猛先生に師事

茨城県芸術祭会員

茨城美術会委員

情熱を持ち楽しんで描きたい

日本画を始めて十数年が経ちます。このように長

く続きましたのは、良き師、良き友に恵まれた幸せ

と、家族の協力の賜物とひたすら感謝の毎日です。

絵のモチーフは、身近に求めることが多く、高萩

の豊かな自然の中で四季折々に無限に展開される生
ひ

命の営みは、実に力強く、心惹かれます。庭に咲く

同じ花でも様々な個性ある顔を持ち、それぞれに魅

せられます。スケッチするたびに新しい発見があっ

て、感動をそのまま素直に表現したいところです。

しかし、 イメージは膨らんでもいざ制作となります
しんぎん たいじ

と、キャンバスと叩吟しながらの対時となり苦しみ

の連続です。
二

唯一の救いは、準備段階の“ニカワを溶く”、 “胡
ふん

粉を練る” といった単純な作業に没頭するときです

静かな時間の経過に身を置き無心になれる、私に

い

』

－コ

分
探
し
の
旅
◆
封

…
生
涯
楽
習
◆
教

たきあすでん民すさ史一紹

だ
き
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
、
「
高
萩
に
住
ん
で
い
て
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
昔
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
三
年
前

か
ら
公
民
館
の
歴
史
講
座
・
ク
ラ
ブ
で

勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
参
考
資
料
と

し
て
活
用
し
や
す
い
で
す
」
と
口
を
そ

ろ
え
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ

ん
の
ほ
か
に
、
「
ふ
る
さ
と
探
訪
講
座
」

『
郷
土
の
歴
史
ク
ラ
ブ
」
、
高
齢
者
大

学
の
「
高
萩
市
の
歴
史
を
学
ぶ
』
、
『
市

内
史
跡
巡
り
』
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
覧
に

な
っ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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学
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課
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羽
‐
１
１
３
１

L‐画

毒蕊鋤晶蕊ffJ■J報孟fゞ

/ ";榊淵
／ 高萩郵便局窓口ロビー

～
跡
い
さ
な
Ｉ
ノ

を
破
り
、
し
か
も
花
が
た
く
さ
ん
付
き
、

花
模
様
が
一
輪
ご
と
に
違
う
と
い
う
特

徴
を
買
い
手
に
大
き
く
売
り
込
む
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
期
に
、
今

春
の
市
場
か
ら
の
買
い
注
文
が
、
昨
年

よ
り
も
上
回
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。

「
当
分
の
間
は
、
こ
の
ペ
チ
ュ
ニ
ア

が
ブ
ー
ム
を
呼
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
今
は
、
そ
の
後
の
売
れ
筋
の
も
の

を
見
極
め
る
こ
と
が
課
題
。
同
業
者
と

眠
っ
て
い
る
商
品
材
料
の
中
か
ら
ブ
ー

ム
を
つ
く
る
も
の
を
探
し
出
す
た
め
、

そ
の
試
作
も
進
め
て
い
ま
す
」
と
果
敢

に
挑
む
作
山
さ
ん
で
す
。

の
情
報
交
換
や
消
費
者
の
動
向
を
調
べ
、

’故石潅若 }質､麺

5/25(日)～6/20（金）

、 9:()0～18:30

、みよし手綱病ギﾔﾗﾘｰ
、

一
蓉
一
垂

～一三
1 , ., ． ； ､､､ … ず ‐
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まちの情報をお寄せください。

●市役所秘書課広報広聴係●

窓23－2111内線252FAX24-4653
／ｅ

一
ｓ

活匙§ テレフオンサ,－ビス

壷23－1151， 1152

火災・災害情報案内

a24-0019

▼－
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高萩市建築組合の事務所が完成 5月'0日(土）

高萩市建築組合では、安良川に総二階建ての事務所

完成を祝い、落成式を行いました。建築組合としては

県内初となる事務所で、落成式では新組合長の川又登

志孝さん1から「今後は、 日本式住宅の良さを広くPR

できる拠点にしたい」とあいさつがありました。 ］ 棚周剛え櫛ﾗｲｵﾝｸﾗ ‘月26日{土’ I
地域社会への奉仕をモットーに

活動している高萩ライオンズクラ

ブが､ 1967年4月25日に結成して

以来、今年で30年を迎え、大心苑

で記念式典を行いました。式典で

は「30周年を記念して「高萩ライ

オンズ基金』を創設し、更なる発

展に取り組みます」と会長の下山

田忍さんがあいさつ◎市ではこれ
たた

までの顕著な功績を称え、同クラ

ブに感謝状を贈りました。

ｎ
Ｕ］

藩

雑

輔
輝
秤
歸
逵
驚
軸
蠅
測
驚

遡
踊
脚
脅

ｽギ0苗ﾎを剛5月'4日(水）
鋤鋤

高萩営林署の主催による第48回

植樹祭が北茨城市のあかね平国有

林内で行われ、関係者など約300

人が参加しました。これは国土緑

化を進め、森林や林業に対する理

解を深めるために毎年行っている
すてき

もので、今年のテーマは「素敵だ

れ人と緑のシンフォニー｣。当

日は、約80センチメートルのスギ

の苗木400本が参加者の手によっ

て山の斜面に植えられました。

■■■磯
大
き
な
葉
団
扇
サ
ボ
テ
ン
の
花
が
咲
く

「
君
田
小
学
校
の
児
童
が
田
植
え
『

一
５
月
〃
日
出
壱

ｒ
； 君田小学校では全児童38人

が参加して、敷地内にある約

君田小学校では全児童38人
塞十1，1 －戸動M,｢大1 1,÷方､ス談I

は
う
ち
わ50平方メ弓蒋ルの水田で田植

えが行われました。これは米

ができるまでを学ぶ目的で開

かれたもので、水田の耕しか

らしろかきまで児童たちか行

いました。この日植えたのは

モチ米の苗。収穫された後、

11月の「君小祭」では、モチ

をついて地域のみなさんに食

べていただく予定です｡ ！

床
鐘

鈴木定美さん（秋山）宅にある大きな葉団

扇サボテンの花が今年も咲きだしました。こ

のサボテンは高さが4メートルを超える大き
がれ入

なもので、可憐な黄色い花を毎日30個以上咲

かせています。 「花が咲きはじめてから12年

になります。毎年この時季を楽しみにしてい

ます」と奥さんのとらさん。この花は、 8月

下旬まで代わる代わる咲き続けます。

力
…

！

》
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5月1日現在

一面 35,判圓園園

号圓
且③

合“

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
■
■
■

１
１
１
１
１

17,429人（－5）

17,931人（＋1 ）

11，600世帯（＋2

~

U
ｎ
Ｉ
Ｕ

卜を楽しむ ‘月''日旧) ll
（社)高萩青年会議所と商

工会青年部が開いた「'97プ

海ムナード: .Jフェスタ」は今

年で4年目を迎えました。ハ

ーモニーパークで行われた県

北最大の約100区画によるフ

リーマーケットには、市内外
窪;； 、： 、

から大勢の入場者が集まつ)で
大盛況。バンド演奏やテラス

ティーパーティーなども開か

；れ、家族連れなどが楽しい＝

:日を過ごしていました。 ; ：

U'9が国，留学生棚t罰国臓鵬い§月淵一
高萩市国際交流協会の主催によ

るゴールデンウイーク恒例の第23

回高萩国際交流の集いが開かれま

した。今回は参加国数としてはこ

れまで最高の19か国から41人の外

国人留学生が参加し、ホームステ

イを中心に市民のみなさんとの交

流を楽しみました。

回高萩国際交流の集いが開かれま

した。今回は参加国数としてはこ

れまで最高の19か国から41人の外

国人留学生が参加し、ホームステ

イを中心に市民のみなさんとの交

流を楽しみました。 霧

戸

／ ‘

，
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‘
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驚］三U |ﾍｰﾙﾂﾌ彗星を熊‘月26日(土）

、． :鍔

蕊熱鰕汽

今世紀最大の彗星といわれるへ－ル

ボップ彗星の観望会が、すばる天文同好

会と北茨城星の会により森林公園で行わ

れました。会場には家族連れなどが大勢

集まり、それぞれに会員の持参した天体

望遠鏡を使って神秘的な彗星の姿を楽し

んでいました。

L壁

、
鯵
墾

口

癖

慰蟻

Ⅲ 蕊だれもが安心して暮らせるまちづくりを目標に活動している「は

まなす生活学校｣。昭和44年の設立以来、その代表として活躍して

きた大森キクさんが、 5月に退任されました。 「会員のみなさんに

協力していただいたおかげで、ここまでやってこられました。30年

間の活動の中では、 日曜当番医の運動が実ったことなどが思い出さ

れます」と大森さん。
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第
踊
回
高
萩
市
長
杯
争
奪
軟
式

野
球
大
会
の
参
加
チ
ー
ム

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

査
調
１
１
１
３
１

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

盆
露
‐
１
１
３
１

■
期
日
７
月
詔
日
側
、
朗
日
㈹
、

Ｂ
月
４
日
側
、
５
日
㈹
、
Ｓ
日
嗣
、

Ⅲ
日
側
、
吃
日
㈹
の
７
日
間
。

■
場
所
松
岡
小
学
校
プ
ー
ル
・

■
対
象
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生

の
子
と
親
印
組
（
如
人
）
。

■
参
加
費
１
‘
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）
・

■
申
込
７
月
１
日
㈹
か
ら
Ⅲ
日
窃

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ
。

親
子
水
泳
教
室
の参
加
者

ぼ
し
ゅ
う

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

窓
謁
‐
１
１
３
１

■
期
日
Ｂ
月
旧
日
佃
、
旧
日
出
、

Ⅳ
日
㈲
。

■
場
所
水
戸
市
田
野
球
場
外
。

■
対
象
昭
和
師
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
９
年
５

月
１
日
か
ら
引
き
続
き
市
内
に
居

住
す
る
人
（
学
生
は
除
く
）
・

■
競
技
種
目
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
女
混
合
）
、

陸
上
競
技
、
柔
道
（
男
）
、
剣
道
、

弓
道
（
男
女
混
合
）
、
卓
球
（
男

女
混
合
）
、
綱
引
き

■
申
込
７
月
１
日
㈹
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ
。

茨
城
県
青
年
大
会
兼

第
妬
回
全
国
青
年
大
会

予
選
会
の
参
加
者

市
民
体
育
館
丑
謁
１
２
５
５
２

■
期
日
８
月
別
日
か
ら
ｇ
月
記
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日
。

■
場
所
市
営
野
球
場
外
。

■
チ
ー
ム
編
成
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
人
（
学
生
を
除

く
）
で
、
監
督
を
含
め
妬
人
以
内

で
編
成
す
る
こ
と
。

■
参
加
費
１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円
。

■
申
込
６
月
Ⅳ
日
㈹
か
ら
７
月
４

日
圀
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
。

■
代
表
者
会
議
７
月
Ⅱ
日
窃
の
午

後
６
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
。

ー

■
期
日
Ｂ
月
釦
日
出
。

■
場
所
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
。

■
日
程
［
午
前
旧
時
］
駅
前
集
合

↓
［
午
前
旧
時
釦
分
］
高
萩
駅
出

発
↓
［
午
後
１
時
別
分
］
舞
浜
駅

着
…
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

（
自
由
行
動
）
…
［
午
後
旧
時
旧

分
］
舞
浜
駅
発
↓
［
午
前
１
時
旧

分
］
高
萩
駅
着
。

■
募
集
人
員
３
５
０
人
＊
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
参
加
費

［
大
人
］
１
３
‘
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

［
高
校
・
中
学
生
］
１
２
‘
５
０
０
円

［
小
学
生
］
８
，
０
０
０
円

［
幼
児
］
５
，
０
０
０
円

＊
交
通
費
、
入
場
料
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
、
昼
食
、
飲
み
物
、
帰
り
の

軽
食
、
旅
行
保
険
な
ど
。

＊
幼
児
は
４
歳
か
ら
。

■
申
込
参
加
費
を
添
え
て
、
６
月

肥
日
側
か
ら
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

ま
た
は
生
活
環
境
課
、
ぴ
ゅ
う
プ

ラ
ザ
高
萩
（
高
萩
駅
旅
行
セ
ン
タ

ー
）
へ
申
し
込
み
。

■
そ
の
他
・
乗
り
換
え
無
し
で
舞

浜
駅
に
直
接
乗
り
入
れ
ま
す
。

・
幼
児
の
列
車
の
座
席
は
、
親
と
同

席
に
な
り
ま
す
。

．
な
る
べ
く
偶
数
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

口
生
活
環
境
課
内
線
３
６
２

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
高
萩
盆
謁
ｉ
ｌ
６
３
３

第
記
回
高
萩
市
民
号
の

参
加
者

ご=

ー

隆霊蕊亙露琴 E蕊忍 『県政ふ燕蕊ぃパス』 の

●とき毎週木曜日午後7時から9時まで。

●ところ高萩中学校の柔剣道場。

●会費等無料。

●申込直接柔剣道場へ。

○マーク・ダンカンさんa23-6288

●コース ＊募集人員はいずれも50人で無料。①高校生ボ

ランティア入門コース［8月5日(火)]､②高校生介護入

門コース［8月6日(水)]､③親子自然発見コースB[8月

29日(金)]､④自然探求コースB[9月10日(水)]

●申込往復はがきに、参加者全員(はがき1枚で4名まで）

の住所､氏名､年齢､職業､自宅の電話番号、希望コースを

記入のうえ、①・②は7月15日(火)､③・④は7月31日

（木）までに、 〒310水戸市柵町1-3-1茨城県県北地方総合

事務所県民生活課「県政ふれあいバス」係あて申し込み。

○茨城県県北地方総合事務所県民生活課丑029-225-2490

。調理師翁試験

●願書受付日時日立保健所で7月23日(水)と24日(木)の

2日間（午前9時から午後4時30分まで）受け付け。

●願書の提出本人または代理人が必ず持参。

●試験日時 8月22日(金)午前10時30分から正午まで。

●試験場茨城大学共通教育棟2号館。

○日立保健所盆0294-22-4188 ●とき 7月26日(土)から27日(日)まで。

●日程大津港駅前出発(4:30)→鳩待峠…尾瀬が原･尾瀬

沼. ･沼山峠→大津港駅前着(20:00予定） ＊檜枝岐小屋泊

●参加費中学生以上26,000円、小学生18,000円。

○申込先等北茨城山の会会沢龍次さん丑42-6214

トイレの汲み取りの休み 6月22日旧)､23日(月)､29日旧)、7月

旧（月）花胄クリーンセンター恋22-43186日(日)､7日(月)､13日旧)､14日(月)花員クリーンセンター
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旧
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証

取
得
の
講
習
会

図
書
館
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

窓
四
１
７
１
７
４

■
日
時
７
月
６
日
⑧
午
前
Ｂ
時

釦
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

■
場
所
図
書
館
の
２
階
会
議
室

■
対
象
子
ど
も
会
指
導
者
や
教
育

関
係
者
、
そ
の
他
高
校
生
以
上
。

■
講
師
県
視
聴
覚
教
育
指
導
員

田
中
鑛
一
郎
先
生
。

■
受
講
料
１
‘
２
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
や
昼
食
代
、
写
真
代
）
。

■
定
員
旧
人
（
先
着
順
）
。

■
申
込
受
講
料
を
添
え
て
７
月
１

日
㈹
ま
で
に
、
図
書
館
内
の
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。
た
だ
し
月

曜
日
は
休
館
。

普
通
救
命
講
習
会

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

盆
謁
‐
１
１
３
１

も
う
じ
き
水
に
親
し
む
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
の
緩
み
か
ら
、
命
に
関
わ
る

事
故
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
も
し
も
」
に
備
え
、
ま
た
そ
ん
な

事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

、
、
段
段
〉
段
段
、
》
設
品
坤
抽
群
》
￥
、
率
唱
設
か

呂、

、
、
｛
“
、
“
設
〆
、
淑
一
苓
一
出
毎
、

設

乱
串
葱
》
輔
轆
獄
串
貼

『

砧
』
『
…
貼
凡
＃
貼
常
串
串
品
貼
貼
“

垂
忌
唾
藏
踊
？

蕊

講
習
会
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
７
月
ｇ
日
㈱
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
。

■
場
所
市
民
体
育
館
。

■
対
象
だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
参
加
費
無
料
。

■
講
師
高
萩
消
防
署
員
。

■
内
容
止
血
、
人
工
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
。

■
申
込
７
月
１
日
㈹
ま
で
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
あ
て
電
話
。

平
成
ｇ
年
度
前
期
危
険
物

取
扱
者
保
安
講
習
会

［
連
絡
先
］
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
消
防
本
部
狂
塑
‐
２
２
５
８

■
日
時
７
月
４
日
窃
．

［
一
般
］
午
前
９
時
釦
分
か
ら
午

後
旧
時
釦
分
ま
で
。

［
給
油
］
午
後
１
時
加
分
か
ら
４

時
釦
分
ま
で
。

■
場
所
多
賀
市
民
会
館
（
日
立
市
）
・

■
受
付
６
月
旧
日
伽
午
前
旧
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
茨
城
県
中
小

企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
。

※
申
請
書
は
、
高
萩
市
・
十
王
町

事
務
組
合
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本

部
丑
塑
‐
２
２
５
８

今
年
度
の
消
防
設
備
士
試
験
は
、

Ｂ
月
訓
日
岡
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

消
防
設
備
士
試
験

予
備
講
習
会

ー

の
受
験
者
の
た
め
の
予
備
講
習
会
を

開
き
ま
す
。

■
講
習
区
分
と
期
日
［
甲
・
乙
第

１
類
］
７
月
９
日
伽
と
旧
日
嗣

［
甲
・
乙
第
４
類
］
７
月
旧
日
附

と
Ｆ
日
嗣
［
乙
第
６
類
］
７
月

囲
日
㈱
と
副
日
附
＊
１
日
目
は

法
令
関
係
、
２
日
目
は
技
術
関
係
。

■
場
所
水
戸
市
民
会
館
。

■
定
員
各
類
と
も
１
０
０
人
。

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
受
講
料
１
２
，
０
０
０
円
（
他
に

テ
キ
ス
ト
代
７
，
０
０
０
円
程
度
）
・

■
申
込
先
〒
川
水
戸
市
五
軒
町
１

４

旧
㈱
茨
城
県
消
防
設
備
協
会
。

■
受
付
期
間
６
月
即
日
㈱
ま
で
で

土
・
日
雌
、
を
除
く
。
※
案
内
書
、

受
講
申
込
書
は
高
萩
市
・
十
王
町

事
務
組
合
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本

部
盆
塑
‐
２
２
５
８

■
講
習
区
分
と
期
日
［
第
１
種
］

Ｂ
月
５
日
㈹
か
ら
７
日
附
［
第

２
種
］
Ｂ
月
旧
日
㈹
か
ら
副
日
嗣
。

■
場
所
水
戸
市
民
会
館
。

■
定
員
各
種
と
も
１
０
０
人
。

■
受
講
料
３
３
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。

■
受
付
期
間
６
月
旧
日
側
か
ら
６

月
釦
Ⅱ
側
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日

を
除
く
。
※
案
内
書
、
受
講
申
込

書
は
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合

消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

消
防
設
備
点
検
資
格
者

講
習
会
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職蒲緬貢燕茄医…
D委嘱期間 10月1日から1年間。

|ー･グリー
11月8日にオープン予定の茨城県天心記念五浦美術館で、

入場者を案内するコンパニオンを募集します。

●募集内容ミュージアムコンパニオンの①嘱託と②臨時

職員（①は3人、②は10人）

●仕事の内容利用者に対する展示品及び資料の解説や保

全、案内、入場券の販売と改札など。

●年齢①は20歳以上30歳程度、②は18歳以上25歳程度の

女性で、土・日・祭日が出勤可能な人。

●募集期間 6月27日(金)から7月18日(金)まで。

●応募手続①②とも応募の動機を原稿用紙1枚(400字程

度)､また①は「私にとっての美術館」を原槁用紙2枚

(800字程度)にまとめ、市販の履歴＝と80円切手を貼っ

た返信用封筒を同封の上、 〒319 17北茨城市大津町椿

2083茨城県天心記念五浦美術館あて郵送。 ＊封筒の表

に、①はM･C･S、②はM･C･Rと朱吉きすること。

●選考書類審査と8月22日(金)に面接試験を行う。

●給与①は月額143,000円程度、②は日額5,800円程度。

○茨城県天心記念五浦美術館恋46-5311

●募集人員 3人 ●委嘱期間 10月1日から1年間。

●活動内容グリーンふるさと振興機構及びグリーンふる

さと圏の市町村が企画する各種イベントでのPR活動。

●服装三・冬ユニフォームを支給。

●手当各種行事参加（年間約30日）の際には、 日当・旅

費を支給。

●報償金 15万円。

●対象 18歳以上25歳以下(10月1日現在)の未婚の女性で

市内または県北西部地域の市町村に居住、勤務する人。

●応募方法履歴＝1部と1人で撮影したサービス判程度

の全身と顔写真を各］枚。未成年の場合は、保護者の承

諾害を1部添付。

●応募先〒313常陸太田市木崎二町937 10 （財）グリー

ンふるさと振興機構ミス・グリーンふるさと係。

●募集締切 7月15日(火)必着。

●選考日と会場 7月27日(日)に常暘藝文センター（水戸

市）で行う。

○(財)グリーンふるさと振興機構恋0294(72)2266
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教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

云
謁
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

川
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
対

象
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
プ
ー

ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

■
開
放
校
高
萩
小
・
中
学
校
、
秋

山
小
・
中
学
校
、
東
小
、
松
岡

小
・
中
学
校
、
君
田
中
学
校
の
Ｂ

校
・

■
開
放
期
間
７
月
配
日
㈹
か
ら
Ｂ

月
刊
日
側
ま
で
と
Ｂ
月
〃
日
㈲
か

ら
Ｂ
月
引
日
伺
ま
で
。

＊
松
岡
小
学
校
は
、
７
月
朋
日
㈲
、

四
日
㈹
と
Ｂ
月
４
日
側
か
ら
８
月

６
日
㈱
ま
で
、
Ｂ
月
Ⅲ
日
側
の
午

前
中
を
除
く
。

小
・
中
学
校
ブ
ー
ル
の

無
料
開
放

市政モニターのみなさんには、

市政についての提言や意見、要

望などを市に提出していただき、

市ではそれらを参考にしながら、

さらに住みよいまちづくりを進

めていきます。 ［敬称略］

平
成
９
．
旧
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
で
す
。

秘
書
課
内
線
２
５
２

態

く
ら
？
し

氏名

深谷明子

市川 菫

緑川慎二
噂さ＝

小野崎敬子

佐久間栄子

住 所

本町1-17

春日町1-16

大和町2-98

束本町4-40

有明町1-105

肥前町1-65

高萩996-2

安良川1

安良川1075-5

保
険
年
金
課
内
線
２
３
３

老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

受
給
者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

こ
の
受
給
者
証
に
は
有
効
期
間
が

な
い
た
め
、
今
後
は
更
新
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
者
証
は
、
６
月
下
旬
に
郵
便

に
て
直
接
本
人
あ
て
送
付
い
た
し
ま

す
。 老

人
医
療
受
給
者
証
の

一
斉
更
新

■
開
放
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
。
＊
学
校
が
使
用
す
る

場
合
は
、
開
放
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
７
月
１
日
㈹
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ
・
申
込
締
切
後
、
利
用

時
間
等
に
つ
い
て
調
整
会
議
を
開

き
ま
す
。

■
そ
の
他
利
用
予
定
の
団
体
は
、

７
月
ｇ
日
伽
に
開
く
普
通
救
命
講

習
会
を
必
ず
受
講
す
る
こ
と
（
１

団
体
に
つ
き
３
人
以
上
）
。

畠山 忠

大和田靖子

黒澤みのり

鈴木克江

下山田節子

時崎磐雄

石滝2590-3

島名1416

大野ミイ赤浜1616-6
鈴木簔望横川94

L全近
|佐川
幸江中戸川707

節子|上君田1357
画P

保
険
年
金
課
内
線
２
３
３

現
在
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
⑬

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
（
乳
幼
児
を

除
き
ま
す
）
は
、
Ｂ
月
釦
日
側
ま
で

で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
受
給
者
証
の

更
新
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

人
は
、
必
ず
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、

７
月
１
日
㈹
か
ら
の
医
療
福
祉
費
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

『
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
』
の
通
知
は
、
６
月
即
日

燭
に
は
が
き
で
送
付
し
ま
す
。
こ
の

は
が
き
と
保
険
証
、
旧
受
給
者
証
、

印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
混
雑
を
さ
け
る
た
め
地
区

割
り
を
し
ま
す
が
、
指
定
日
が
都
合

の
悪
い
人
は
、
６
月
閉
日
伽
か
ら
訂

日
陶
ま
で
の
都
合
の
良
い
日
に
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所
と
時
間
保
険
年
金
課
で

午
前
Ｂ
時
釦
分
か
ら
午
後
５
時
旧
分
。

■
地
区
割
り
の
日
程

□
６
月
弱
日
伽
安
良
川
、
本
町
、

春
日
町
、
大
和
町
、
高
浜
町
、
有

明
町
、
東
本
町
、
肥
前
町
。

□
６
月
配
日
附
秋
山
、
島
名
、
高

萩
、
石
滝
、
上
手
綱
、
下
手
綱
、

望
海
。

□
６
月
Ⅳ
日
闘
上
君
田
、
下
君
田
、

中
戸
川
、
横
川
、
若
栗
、
大
能
、

福
平
、
赤
浜
、
高
戸
。

医
療
福
祉
費

受
給
者
証
の
更
新

｡■O● ■ ① 町 ■弓｡■■昏｡■■■■｡

H松岡聴蝕罵館がf皇
＝大会議室と調理室が
&冷房設篇工事のだあ

水
道
部
査
塑
１
３
６
４
２

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
検
定
有
効
期

間
（
Ｂ
年
）
を
過
ぎ
る
と
引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今

年
度
中
に
有
効
期
限
を
迎
え
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
７
月
７
日
㈲
か
ら
旧
日

㈲
の
期
間
中
に
、
指
定
工
事
店
が
各

家
庭
に
伺
い
、
新
し
い
メ
ー
タ
ー
と

交
換
し
ま
す
。
こ
の
費
用
は
無
料
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の

社
会
福
祉
協
議
会
丑
謁
Ｉ
８
３
４
１

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
重
度
の

身
体
障
害
者
等
で
、
家
庭
に
お
い
て

入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象

に
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

利
用
に
伴
う
自
己
負
担
は
、
１
回

に
つ
き
１
‐
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円
で
す
。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
等
の

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

面P

雛7月22日“で
使用でき葱くなります6

交
換蝋織

:ilみ・なさ
懇頚城
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ありがとうございました

由 町 ①

穂遮漂〃鰄島；聾
－

*社会福祉協議会へ

・鈴木ハナさん（下手綱) 100,000円

・連合高萩地区協議会 9,690円

・藤井実さん（有明町) 100,000円

・ガールスカウト茨城11団 3,000円

・下山田和司さん（下手綱) 200,000円

・石正治さん（本町） ギャッジベット

(1台）

・東京電力㈱日立営業所防犯灯(13基）

東京電力㈱日立営業所長から防犯

灯の目録を受ける大久保市長。 カラオケ望み会が愛正園で交流

ボランティア活動

を進めている高萩

市カラオケ望み会

が愛正園を訪問し、

みなさんで歌や踊

りを楽しみました〔

し園生の前で歌う

小寺なみ子さん。



〆
■第22回茨城県学童部野球大会市予選会

4月29日(火)、 5月3日(土）

市営野球場

［優勝］十王少年野球団

［準優勝］東ビクトリーズスポーツ少年団

［第3位］松原野球スポーツ少年団

〃 高浜野球スポーツ少年団

□と き

□ところ

口結果

①裁定決定から1年以内のとき

年金の裁定決定があってから1年以内に誕生日が

くる人は、その年に限り現況届の提出が必要ないこ

とになっています。

例えば、昭和11年10月18日に生まれた人が、平成

8年10月に老齢厚生年金の裁定請求を行い、 12月25

日に裁定決定となった場合は、平成8年12月25日か

ら誕生日の平成9年10月までの期間は1年以内にな

り、現況届は必要がないことになります。このよう

な人には、社会保険業務センターは現況届のハガキ

■市内ソフトボール春季選手権大会

□と き 5月11日（日）、 18日（日）

□ところ高浜運動広場

口結果 ［優勝］十王フレンドリー

［準優勝］ ささらソフトクラブ

［第3位］ホーケーズ、秋山ソフトクラフ

を送付しません。

年余訶害の社会保険庁長官の決定年月日を確認し

てください。

②住所変更届を提出していないとき

住所変更届を提出していなければ、当然届きませ

ん。金融機関の変更はしたが、住所変更届を提出し

ていないと思われます。

③郵便局に転居届を提出していないとき

郵便局では転居届のあった人には、 1年間に限り

郵便物を転送することになっています。転居した場

合には、必ず郵便局に転居届を出してください。

■第12回ロータリークラブ冑少年健全育成

高萩､北茨城､勿来･植田3地区中学校対抗ソフトテニス大会

□と き 5月18日（日）

□ところ雨情の里スポーツ公園（北茨城市）

口参加枝男子10校女子11校

口結果＊市内の中学校関係

《女子の部》 ［準優勝］高萩中 ［第3位］秋山中

ー

1
高萩武徳殿少年fll士隊の小学生チームが全国大会へI

予選を勝ち抜き7月30日(水)に開催される全日本少年剣

道錬成大会に出場が決まった同剣士隊は、小・中学生チ

ーム合わせて8回目の出場になりました。みなさんも応

援してください。
輯），
窓23-7411

左から

金沢佑哉(本町）

作山洋平(上手綱）

金沢悠(下手綱）
たくお

石卓峰(高萩）

金沢朋哉(下手綱）

柴田泰宏(本町）

ー
､

1

、いいたいなつば
無でる自 < らたた

ばた

(●

g月19日（金） 午後6時30分開演
[入場料]S席2,500円（指定） 卜前売券発

A席2,000円（自由) LZ且型旦
《う°レイガイド》

船
脚
束
分
の
原
稿
が
出
来
て
い
な
い
！
と
、
原

稿
投
入
の
間
際
ま
で
ワ
ー
プ
ロ
と
に
ら
め
っ
こ

の
私
。
校
正
日
に
も
原
稿
を
書
い
て
る
悪
夢
の

日
も
多
々
あ
る
始
末
。
次
号
は
、
こ
の
状
態
か

ら
脱
出
し
よ
う
と
取
材
計
画
を
立
て
る
の
で
す

が
好
転
の
兆
し
な
し
。
隣
席
で
快
調
に
ワ
ー
プ

ロ
を
打
つ
音
に
い
ら
つ
き
な
が
ら
書
い
た
の
が

今
月
号
最
後
の
こ
の
原
稿
で
し
た
。
ヒ
ロ

売日
(日）

き
公
園
の
放
置
自
転
車
。
撤
去
し
た

っ
た
ら
、
翌
日
に
は
も
う
数
十
台
の
自
転

な
ら
ぶ
始
末
。
電
車
を
利
用
す
る
人
が
置

い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
残

た
自
転
車
が
ど
れ
だ
け
の
人
に
迷
惑
を
か

い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。
昼
間
居
な
い
か

い
で
は
身
勝
手
す
ぎ
ま
す
。
今
回
の
取
材

、
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
茂

田所書店、仲屋＝店、ヤマザキショッブサカモト、モンペリ

上島名ねもと．高浜やおけん・せきね川上かねこ(十王)、

ピアノマート（磯原)、日立市民会館、文化会館

－文化会館施設の予約について

口使用日の6ケ月前の日 （休館日の時は翌日）に、

■ 会館に午前8時30分までに謹んだ人が優先です。
， 、;． ；:； 、. 、 ､メ ． 、

津F八以心難‘溌瞳には娘津:いきす｡』 》JJ？"J〆？〃
麺電話による予約は､それ以降‘に受け付け（套場が

K空いている場合） をします｡”

へ
ん
し
ゅ
一
う
て
ち
よ
一
つ
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・金成地区の滝(1) 。

流れる水が岩肌を黒く染め、

白いレースのカーテンとなって落ちる

新緑のまぶしい金成地区の林道を走り、桃の木平の

広場で車を止める。林道に沿って流れる関根前川に架

かる丸木橋を渡ると、 自然の音だけが響き渡る別世界

が広がる。そして、神秘的な色合いの滝に出会う。

上流からの透き通った水が岩肌を黒く染めて流れ、

次第に白いレースのカーテンとなって流れ落ちる。同

心円の波に揺れる滝壺には、 白い砂が敷き詰められ、

それらを丸い石が取り囲んでいる。名もないこの滝は

大自然の営みを静かに語るように流れています。

［この情報は、大内米男さん（島名）からいただきま
’た1
Lノノー○」

ー

この欄に掲載するために、みなさんが写した滝の写真をお

寄せください。 （説明などの文章の有無は問いません）
○連絡先：市役所秘言課広報広聰係まで

ー､

:
／

、

1 1
一

関根前)勲了
＝＝

I ｣

~~－~~~『｝
常磐自動車道
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Ｊ

Ｃ

ｌ
｜
誕
一
詞

埴
／
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
｜
Ｔ
ｌ
、
ｒ
Ｉ

←至円▼

’「ｌ

ユ
で
１

ー

＝

Ｌ
Ｆ
Ｌ J月の日曜当番医です。
L」（時間）午前9時～午後4時

宗榑満さん

（2年：高浜町）

センターで育てた

アカマツの植樹を

高さは約1メート

ものもあり、松塚

しています。周り

う大事に見守って

ぼくの学校では

マツクイムシに強

行いました。この

ル。学校に残る松

を中心に私たち美

の松に負けないく’

いきたいですね。

繭鬮い、w
■発行／平成9年6月5日

■編集／茨城県高萩市役所秘書課

〒318茨城県高萩｢|丁本町1丁目1()0番地

■印刷／藤枝印刷
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